
・目的

・コンセプト

　　　①五感を使って大和の給食を体験（見る・聞く・触る・嗅ぐ・味わう）

　　　②幅広い年代に楽しんでもらえる給食展

・テーマ

「～来て！見て！さわって！味わって！～たのしく学べるワクワク給食フェスティバル　」

・開催日時　　H29年7月22日（土）・23日（日）

　　　　　　　　両日共に　１０：００～１８：００

・参加者数（各会場会場のべ人数）

　　2日間で2548名の参加がありました。

・実施内容

　給食に関する掲示物の展示

　実物大の回転釜レプリカや写真等の展示

　食育絵本と紙芝居のよみきかせ

　食育イベントの実施（給食クイズ・給食ビンゴ・食育ミニ講座）

　給食食材の展示と試食　　等

実物大回転釜レプリカ 食育ミニ講座「えいようごほんゆび」

給食やまとん

給食食材試食

実　　施　　時　　期 7月（22日・23日）

取　　組　　内　　容
　安全で安心な給食への理解と、幅広く給食のPRをすることを主目的に実施しました。また、今年度
から学校給食を媒体に、様々な年代層の市民に食と健康に興味を持ってもらい、健康意識の向上
を目指すことを加え、規模を拡大して実施しました。

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

神奈川県

取 組 市 町 村 名 大和市

取 組 の 名 称 大和市学校給食展の開催



取 組 の 名 称 健康おだわら普及員地区栄養教室（高血圧予防の食事）

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

神奈川県

取 組 市 町 村 名 小田原市

実　　施　　時　　期 ６月２７日～１１月３０日

取　　組　　内　　容 ・各地区の健康普及員が中心となり参加者を集め、地区の市民を対象に実施した料理
教室（参加者：１９地区　計２６１名）

・本取組の目的は、小田原市民の脳血管疾患による死亡率が依然として高いことから
家庭でできる減塩の取組の普及を目指し、魚を主菜に野菜をたくさん使ったメニューと
減塩味噌汁の普及、高血圧予防のための生活習慣、食生活について理解を深めること
を目的とした地区栄養教室を実施しました。また、家庭の味噌汁等を持参してもらい塩
分濃度測定を行い、自身の家庭の味噌汁等の塩分濃度を知ることで、味付けについて
も見直すよい機会となりました。
・今年度は、トマトの酸味を利用し味噌の使用量を抑えた「さっぱりトマトの具沢山味噌
汁」と、主菜は「魚の小松菜あんかけ」、副菜は「キャベツと油揚げのさっと煮」の３品を
実習しました。



取　　組　　内　　容

取 組 の 名 称 伊勢原市食育料理コンテスト

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

神奈川県

取 組 市 町 村 名 伊勢原市

実　　施　　時　　期 ９～１１月

【目的】

食育推進計画における食育目標を達成し、食育活動の実践を推進するため、食育料

理コンテストを実施しています。コンテストの参加対象者は、小学生、および、食の自立

へ移行する時期である、中学生、高校生です。小学生については、子どもの食習慣の

形成に大きな影響を及ぼす保護者と一緒に参加し、朝食1品を作成することで、家族ぐ

るみで朝食について考える機会とします。

中学生はお弁当、高校生は朝食の献立をそれぞれ作成し、食育に関する関心を高め

ると共に、食の自立に向けた知識と技術の定着を図ります。

【対象】

各部門とも、市内在学の児童、生徒

・小学生の部／小学校５・６年生とその保護者（親や祖父母など）各１名ずつ

・中学生の部／中学生１～３年生

・高校生の部／高校生１～３年生

【募集内容】

・小学生の部／朝食にふさわしい料理を1品
・中学生の部／お弁当

・高校生の部／朝食にふさわしい1食分の献立

募集方法： すべて夏休みの宿題として実施

【実技審査】

（１）小学生の部 １０月２２日（日）ＡＭ

（２）中学生の部 １０月２２日（日）ＰＭ

（３）高校生の部 １１月１２日（日）ＡＭ

実施方法： 実技審査（試食を含む）により各３～５点の各賞を決定しました。
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